
共同研究についてのご相談　sangaku.sangaku@ynu.ac.jp 横浜国立大学研究者総覧（最新情報とフリーワード検索）　本学トップページ（http://www.ynu.ac.jp/）から【研究者総覧】をクリック

教授

薩本 弥生 

サツモト ヤヨイ

生活科学一般（含衣環境）
被服環境学

着衣の温熱的快適性
着衣の熱水分移動

着衣の身体・動作適合性

家政・生活学一般

教育人間科学部　学校教育課程　家政教育講座
大学院教育学研究科　生活システム系教育専攻　家政教育分野　教育学研究科大学院
未来情報通信医療社会基盤センター　未来情報通信医療社会基盤センター
大学院教育学研究科　教育実践専攻
satumoto@ynu.ac.jp
http://ynu-satsumoto-labo.ynu.ac.jp/index.html
http://homepage3.nifty.com/yayoi-home/index.html

[ 研究概要 ]
　本研究室の主な研究テーマは被服の快適性で、中でも運動機能性の問題と温熱的な快適性の問題の2つを柱としていま

す。着衣（スポーツウェア、靴、オムツ、肌着等）の熱水分移動と快適感、暑熱時の体温調節反応と被服による熱中症予防へ

の貢献、ブラジャーの（中高年用、授乳用、就寝用等）の運動機能性（ズレや防振性）と着心地等の研究テーマに取り組んで

います。研究手法として予防医学的な見地から脳波や心拍変動等の感性評価手法についての研究にも取り組んでいます。

 また、きもの文化の伝承と海外発信に関わる教育プログラム開発を目指した授業研究にも取り組んでいます。

[アドバンテージ]
　着衣の温熱的快適性に関しては被服衛生分野の研究者が人体側の生

理的特徴を性差や年齢差などにより把握することに終始しがちで被服の

快適性への寄与についてはあまり研究が十分でありませんでした。一方、

被服材料学分野では材料としての力学的特徴や熱水分特性を研究してい

て、被服が着衣として構成されて生じる衣服のゆとりや開口部の条件など

については考慮していません。私は　着衣の構成要因を踏まえて被服の

温熱的快適性について検討している点がユニークな点だと思います。

[事例紹介]
　科学研究費の研究課題「靴の熱・水分伝達性能への靴の材料特性や形

態特性の影響と温熱的快適性」において被験者実験を行い、歩行時の靴

内気候、歩行性能、足首開口部微風速を評価し、つま先部が特に蒸れるこ

とを明らかにした。また、密閉度が高い靴ほど、ふいご作用による換気は生

じやすいことが明らかになった。そこで、ふいご換気システムを増幅する

換気中敷きを試作した。被験者実験を行ったところ、試作換気中敷きを履

くことにより靴内湿度の低下が観測された。2007年には二層式の換気中

敷きを試作し、快適性のさらなる向上がみられることを明らかにし、特許

出願した（特開 2008-161478、下図参照）。　今後は、実用化に向けて特許

の機構を取り込んだ靴を試作し、歩行性能と両立させ、着用者が快適とな

る換気量が得られるよう改良する。また、ふいご動作による換気量の定量

化測定技術を確立し、換気機構付き靴の換気性能を客観評価する。

■ 相談に応じられるテーマ
着衣の温熱的快適性

蒸れる着衣のふいご作用を応用した放熱促進の工夫

着衣の身体・動作適合性

被服教育の教材研究 
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繊維学会
日本家政学会
日本繊維製品消費科学会

■ 主な論文
『ゆかたの着装体験を含む教育プログラム開発をめざした中学校技
術・家庭科での授業実践』 「日本家庭科教育学会，56(1)」 2013

『暑熱環境下で熱中症予防に適した剣道用稽古着の検討』 「繊維製
品消費科学会，54(3),20-30」 2013

『服装と熱中症』 「日本臨床70,1013-1021，日本臨牀社」 2012

『温熱的快適性を向上させた換気機構付きの革靴の開発』 「デサン
トスポーツ科学33,59-66」 2012

『Evaluation of overall and local ventilation in diapers』 
「Textile Res. J.,80(17)1859-1871」 2010

『暑熱環境下の衣服内気候への肌着の吸湿性の効果』「熱物性 
21(4)200-206」 2007.11

『着心地の良い授乳期のブラジャー設計に関する基礎研究 第１報
　実験室での被験者実験の結果』「繊維製品消費科学会 47(12)756-
763」 2006.12

■ 主な特許
「足蒸れを軽減する２層式換気中敷き」 特開 2008-161478

■ 主な著書
｢アパレルと健康－基礎から進化する衣服まで－｣日本家政学会被

服衛生学部会編，(株 )井上書院，2012

「衣生活の科学－テキスタイルから流通マーケットへ－」アイケイコー

ポレーション 2015.3

「快適ライフを科学する」 丸善株式会社 2003.5

「衣生活の科学」放送大学教育振興会 2002.5

左：‌�Fig.1 ウェアラブルBANシス
テムの配置図中央上：発汗模
擬皮膚

右：‌�Fig.2 熱中症予防のための支
援システムの構築

左：‌�Fig.3 人工日射環境下での被
験者実験の様子（安静時と運
動時）右下：発汗サーマルマネ
キン（他機関より一時借用）

右：‌�Fig4 SanFranciscoでのゆか
た着装ワークショップ

Fig.5特許出願した換気中敷きの機構
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